社団法人　千葉県社会福祉士会
平成23年度 第６回理事会議事録
1、 開催日時　平成23年11月12日（土）10：00～12：00
2、 場所　千葉県社会福祉センター4階会議室
3、 出席者　会長
　神山

副会長
　目黒、櫻井（勉）

　　　　　　事務局長
　岡本

　　　　　　会員理事
　(ぱあとなあ千葉運営委員会）鈴木（勝）、吉田

(総務委員会）五十嵐、鈴木(将)

(総合相談委員会）森池

(研修委員会)　染野、周藤

(外部評価委員会)　丸

(独立型社会福祉士委員会)　川島

　　　　　　会員外理事
　池亀、西城、川口

委任状提出理事
　櫻井(絢)

　　委任状提出会員外理事　石塚

　　欠席会員外理事
　石川

欠席代議員

　須田、小榑、平野、出羽

欠席監事

　君和田、林

4、 議題

（1） 各委員会報告事項に対する質疑

（2） 議事

1.　千葉市ひとり暮らし高齢者等見守り支援事業の今後の展開について

2.　千葉県社会福祉士会倫理委員会準備会について

3.　その他

（３）その他

5、 議事録
· 出席者及び資料の確認

· 岡本事務局長から定款33条により定足数に達しており、本理事会は成立すると報告あり。神山会長から挨拶、定款32条に基づき、神山会長が議長を務める。
· 議題

（1） 委員会報告・・・資料参照。追加がある場合、発言をお願いする。
１．災害時対応ワーキングチームより

・(議案1)　千葉県社会福祉士会災害時対応ガイドライン(案)について
　ガイドラインの位置づけはどのようになるのかという疑問が出た

　ガイドラインとは別に、緊急時対応マニュアルが必要なのではないかという意見が出た
　災害時にどのように動くかという指針がなかったため、今回ガイドライン作成に至ったとい
う経緯がある
　第10条に改廃規定を加えた上で、このガイドラインの施行について承認を求める→承認
　施行日は本日付けとする
· (議案2)　災害対応部会(仮称)の設立について
既存の委員会に属さないかたちで、新しい組織を作る
　三役直轄事業とあるが、組織図の中の位置づけはどこになるのかという質問が出た

　名称については、委員会規則との兼ね合いもあるので、鈴木理事と相談して決める
　災害対応を行うグループを新設し、災害対応にあたることについて承認を求める→承認

　

2． 総合相談委員会への質問
· 追加資料P3習志野福祉ふれあいまつり相談会で、成年後見に関する相談があったことについて、ぱあとなあ千葉との連携が必要なのではないかという意見が出た。

· 相談内容はその時の世相を反映したものであって、毎回同じではない。しかし、今後はぱあとなあ千葉とも連絡を密に取り合っていきたいと総合相談委員会より回答があった。
3． 負担金配分委員会(準備会)より

· 資料P29～30　負担金配分委員会(準備会)を8月27日と10月22日の2回に渡り開催した。
· (訂正)資料P29 課題1  ①社会福祉士賠償保険加入→社会福祉士賠償保険加入者に訂正

· H23年の収入に対して、H24年1月～3月に入金していただき、H24年度で配分する。
· 準備会と委員会の線引きはどこになるのかという質問があった。

· 使途指定方式を採ったほうがいいのではないかということが準備会にて意見をした(資料には記載されていない)。
· 負担金は社会福祉士賠償責任保険の加入とあり独立型で左記保険に加入している場合は対象となるが、事業として行っているので収入の考え方としては勤務先からの給与と同じではないだろうかという意見があった。

· 会全体で会員を支えるというのがこの負担金の趣旨である。強制徴収はしない方向である。また、会員にこの制度について説明し、理解していただく必要がある。
· 会員への周知については、広報誌「点と線」発送時にチラシを同封する予定である。
· 特定の委員会・活動に対する寄付ではない。ただし、配分金を目的とした寄付を同時に受け付ける。

· 負担金制度については、H22年5月の総会で承認されており、会計は一般会計扱いとなる、ということの確認があった。

· 負担金制度の名称はどうなるのかという質問があった。例えば「支えあい基金」というような分かりやすい呼称を付けてはどうかという意見もあった。

· これで準備会は終了し、今期中に委員会を発足させる予定となる。(委員の任期はH24年4月より2年間の予定)
4． 外部評価委員会介護サービス情報公表事業部会より
· 資料P11　2.調査中断については、11月5日に調査を実施し、滞りなく終了しているとの追加報告があった。
５．ぱあとなあ千葉運営委員会より

· 資料P12　11月4日に法人後見業務監査委員会が開催された。長谷川委員より、損害賠償について、問題点の指摘やアドバイスをいただいた。
監査報告書は別途作成。
６．事務局報告
· 会議室の予約については資料P14の通り。
· 資料P26　10月25日に選挙管理委員会第一回打合せが行われた。
委員長・副委員長の互選（委員長は矢野委員・副委員長は野口委員）
· 点と線の発送にあわせて会員に送付、併せて点と線号外でもお知らせする予定。
（２）議事

１．千葉市ひとり暮らし高齢者等見守り支援事業の今後の展開について
· 千葉市ひとり暮らし高齢者等見守り支援事業H21年度から3ヵ年を期限として受託をしており、今年度が最後の年度となる。来年度以降について、プロジェクトチームで意見を重ねてきたところ、高齢者福祉課から幸町２丁目のエリアで地域包括支援センターを新規委託する可能性があるという情報があった。プロジェクトチームとしては、幸町２丁目での支援活動を終了することは地域住民にとっても不利益であると考えている。
· 県士会で地域包括支援センターの運営を受託しているところはないので、今回千葉市より受託することになれば、県士会としては初めてのケースとなる。

· 事業としては、公益事業になる。

· 地域包括支援センターとなることで、出来なくなる事業が生じるかという質問があった。

　 見守りボランティアの運営については、地域包括支援センターの事業には当たらないので、

　 独自の事業として継続を目指す。
· 地域包括支援センターの運営に際しては、会の中に別の運営規定を作る必要がある。
· 準備会を設置するため、み・まも～れ幸町のプロジェクトチームを中心に、地域包括支援センター部会やぱあとなあ千葉運営委員会にもご協力いただきたい。

· 次年度以降のみ・まも～れ幸町のあり方について、地域包括支援センター(あんしんケアセンター)の受託を目指すことについて、承認を求める。→承認
· 地域包括支援センター開設までのつなぎとして、千葉市の独自事業としてみ・まも～れ幸町を継続して運営することについて、承認を求める。→承認
２．千葉県社会福祉士会倫理委員会準備会について
· 委員の構成については、会員外委員を含め、女性を含めてバランスを考えた構成としている。
· H22年第3回理事会において承認された準備会について、資料P16に記載された委員の選任と活動計画について、改めて承認を求める。→承認

３．その他
· 川口会員外理事より、実習指導者フォローアップ研修について、今後、協力してすすめていきたいという提案が社養協千葉支部から挙がっている。
· 西城会員外理事より、三団体主催の研修会「地域で生きるを支援する」(11月27日)への参加を呼びかけてほしい。
